
令和7年2月12日
16:30～
Teams

①令和7年2月定例会付議予定議案 【企画財政部】

②令和7年4月1日付け組織・定数改正について 【企画財政部】

庁　議　事　項



令和７年２月定例会付議予定議案

埼玉県知事記者会見 令和７年２月１２日 ①

招 集 日 令和７年２月１９日（水）

議 案 ６４件

報 告 ３件

【主な内容】 ・ 令和７年度埼玉県一般会計予算
・ 令和６年度埼玉県流域下水道事業会計補正予算（道路陥没への対応）

・ 令和６年度埼玉県一般会計補正予算（国の経済対策に伴う補正）

予算(24)、条例(24)、工事請負契約の締結（2）、訴えの提起（3）、
事件議決（5）、基本的な計画の策定等（6）

専決処分報告



令和７年度当初予算案

一般会計 2兆 2,308 億 9,000 万円
前年度比 

 ＋5.2％

（全会計合計  3兆 7,017億 9,232万 7千円）
前年度比 

 ＋4.1％

同時提案
下水道管の破損及び道路陥没への対応に伴う流域下水道事業会計補正予算
国の総合経済対策に対応した一般会計補正予算（令和６年度２月補正）                               

①歴史的課題への挑戦 ②「日本一暮らしやすい埼玉」の
着実な実現・人口減少・超少子高齢社会の到来

・激甚化・頻発化する自然災害などへの危機対応

歴史的課題への挑戦と未来への躍進

埼玉県知事記者会見 令和７年２月１２日 ②



持続可能なまちづくりと経済成長の実現①
①歴史的課題への挑戦 （人口減少・超少子高齢社会への対応）

「渋沢ＭＩＸ」におけるイノベーションの創出一部新

◆ オープンイノベーションの創出・促進

◆ スタートアップの創出・成長支援

◆ イノベーションを担う人材の育成 

県内中小・SU 全国の企業

大･中堅企業 県内中小・SU

ホスト企業

➢ 中小企業等を対象とした意識醸成セミナー、ワークショップを実施

➢ 社会課題や企業課題を協業により解決する「共創プログラム」を実施

•企業同士のマッチングによる協業の伴走支援

•協業プロジェクトに対して支援金を支給

（500万円×15件）

内観パース

DENTSU LIVE INC. ＆ TAKEARCHITECTS Co., Ltd.（テイクアーキテクツ）

【設備】・コワーキングスペース ・個別ブース

 ・ラウンジ ・イベントスペース 等

３億９，５３７万２千円

➢ 大学生を対象とした起業伴走
プログラムを実施

➢ アントレプレナーシップ教育推進
のための大学間ネットワークの
運営

CEOチャレンジビジネスプランピッチ

共創プログラム

埼玉初! 令和7年夏開設予定

＠さいたま新都心

出会い、つながり、共創する

        イノベーション創出拠点
➢ シード期(起業前)及びアーリー期(起業初期段階)のスタートアップを
対象に短期集中型の伴走支援プログラムを実施

•事業成長に向けた伴走支援
•支援金の支給（100万円×5件）
•成果報告会の開催

アーリー期向け伴走支援プログラム新 スタートアップ挑戦プログラム説明会

埼玉県知事記者会見 令和７年２月１２日 ③

×

×

新

パートナー企業



サーキュラーエコノミー（CE）の推進 ７億 ２３７万８千円一部新

◆ リーディングモデルの構築

➣ 収集分別マニュアルの作成及び広報

➣ 安全な回収・運搬方法の検討

➣ 大企業ニーズ調査による
 マッチングの強化

◆ ＣＥ型ビジネスの成長支援

➣再生材の由来や CO２低減効果等

   の発信

➣ 周辺の自治体等と連携して

① 商業施設等での再生製品の展示

② 合同マッチング会の開催

➣ ＣＥ型ビジネス創出支援

➣ 高度な再資源化設備導入支援

➣ サーキュラーデザイン リーディングモデル構築支援

➣ 食のＣＥ技術導入支援

埼玉県知事記者会見 令和７年２月１２日 ④

持続可能なまちづくりと経済成長の実現②
①歴史的課題への挑戦 （人口減少・超少子高齢社会への対応）

新

◆ 環境整備センター
資源循環農場・公園の整備

➣ 本体工事への着手
 （令和7～9年度）

整備予定地

リチウムイオン電池

４種の補助メニューによる支援

リチウムイオン電池広域回収・資源化モデルの構築新 ＣＥ型製品等の価値発信支援新

広域連携による衣料品のＣＥ推進新

◆ ＣＥ推進センター埼玉 による支援

CE型製品



令和７年２月１２日 ⑤

◆ 物流効率化の支援

・集合住宅への宅配ボックス設置事業

 を行う市町村に対し補助

一部新

◆ 中小企業の省力化支援

人手不足への対応

・人手不足の課題解決に資する機器等の導入、
設備更新に対する補助

➣導入 上限額 200万円

 補助率 1/2

➣更新 上限額 750万円

 補助率 1/2

・専門家派遣による省力化への助言

一部新 埼玉版スーパー・シティプロジェクトの推進
１５億８，４７０万円

・アウトリーチ型支援として、

地域まちづくり計画の策定を支援

プロジェクトに取り組む

市町村数 合計 56 団体

 専門家派遣等による市町村支援

プロジェクトに取り組む市町村への補助

①事業化検討補助 ②事業推進補助

補助率1/2 補助上限 500万円
まちづくりの事業化に向けた検討費用

補助率1/2 補助上限 5,000万円
まちづくりに関するソフト・ハード事業

埼玉県知事記者会見 令和７年２月１２日 ⑤

持続可能なまちづくりと経済成長の実現③
①歴史的課題への挑戦 （人口減少・超少子高齢社会への対応）

エントリー団体（地域まちづくり計画策定済）26団体
エントリー団体（地域まちづくり計画未策定）30団体

新

➣ 上限額 10万円/棟

➣ 補助率 市町村負担額の1/2

更新 例）生産ラインにおける自動化ロボット

導入 例）セルフオーダーシステム

新

新

７億６，９１６万２千円



新規 こどもの声を聴く「埼玉県こども会議」

新規 朝のこどもの居場所づくり

・「朝の小１の壁」を解消するため、

  小学校始業前の朝の時間にこどもを預かる場を整備

 ➢モデル事業に取り組む市町村へ補助（補助率2/3）

５５７万４千円

４４５万５千円

・小学生～高校生が県政に対し意見を表明する「埼玉県こども会
議」を設置・運営

・こどもたちからの意見を施策づくりに生かすとともに、反映状況等
を県ホームページで公表

保育士の確保・定着 1億６，５０９万６千円

・保育士がこどもを預ける際の保育料を半額支援

➢支援期間を保育料無償化となる３歳児まで延長

新規
拡充

◆ 新卒保育士の就職支援

・就職準備金貸付の拡充

➢20万円コースに加え、新たに30万円コースを創設

➢県外からの転居に10万円加算

◆ 保育士の復帰・復職のサポート

（小学校）

【登校】８時

登園・登校時間の差
▼

「朝の小１の壁」
(退職・転職・時短勤務等)

（保育所）

【登園】７時

「こどもまんなか社会」の実現①
①歴史的課題への挑戦 （人口減少・超少子高齢社会への対応）

新

拡

埼玉県知事記者会見 令和７年２月１２日 ⑥



新規 メタバース空間を活用した不登校児童生徒支援 工業高校と地域による未来共創プロジェクト
２，００２万４千円

新規

埼玉県知事記者会見 令和７年２月１２日 ⑦

「こどもまんなか社会」の実現②
①歴史的課題への挑戦 （人口減少・超少子高齢社会への対応）

・工業高校５校にコーディネーターを配置

・人材育成コンソーシアムの設置による、
地域との協働による職業教育の充実

➣ 地域産業を担う人材の継続的な育成・輩出

➣ 産業界等と連携したカリキュラムの研究・開発

学習支援 相談支援 体験活動

➣  一人一人の状況に合わせた学びの提供（講義形式・個別学習支援）

・新たな居場所・学びの場を設置
＜主な役割分担：県＝専門的な相談支援、市町村＝学習支援＞

ドローンを活用した実習

RPAを活用した実習

４，２７２万６千円

➣  利用者同士の日常の交流やオンライン社会科見学等の体験活動

➣  スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーによる専門的な相談



新規 県営公園の安全安心向上
１億９，８５０万円

特別支援学校の整備
１４億４，９６９万９千円

一部新

埼玉県知事記者会見 令和７年２月１２日 ⑧

「こどもまんなか社会」の実現③
①歴史的課題への挑戦 （人口減少・超少子高齢社会への対応）

・園内のこども広場などにおいて、防犯カメラを増設し、
管理事務所からの遠隔監視により警戒を強化

➣権現堂公園など６公園に４０台設置予定

犯罪からこどもを守るための環境整備を推進

・障害のある児童生徒の教育環境の充実

新

新

新

＜県立川口特別支援学校校舎増築工事完成イメージ＞

事業内容 設置場所（開校・校舎供用予定年度） 受入規模

新校設置

 県東部地域特別支援学校（仮称）(R12)

 ＊再編整備後の県立八潮高等学校跡地

 県西南部地域特別支援学校（仮称）(R11)

 ＊ふじみ野市立東台小学校跡地

250人

150人

既存校の改築  県立和光南特別支援学校(R12) 160人増

既存校の増築 県立川口特別支援学校(R8・R10) 174人増

新

新

新

＜過去の特別支援学校整備例＞



新規 ＤＸによる県民サービスの更なる向上

・ AIを活用し、学生等に最適な業種・県内企業を提案

・ 企業説明会、インターンシップ等の最新情報をプッシュ通知

埼玉県知事記者会見 令和７年２月１２日 ⑨

更なるＤＸの推進による県民サービスと生産性の向上①
①歴史的課題への挑戦 （人口減少・超少子高齢社会への対応）

県内中小企業のＤＸ推進 ８，５２２万９千円一部新

・埼玉県DX推進支援ネットワークを軸とし、
県内中小企業のDXを幅広く支援

ノーコードツール活用促進のための実践型ワークショップの実施

参加企業数 ５０社程度

実施地域  ３地域（さいたま、西部、北部）

想定回数  ７回（集合実施：２回、現場実施：５回）

製品検査記録 在庫管理

新

【ノーコードツール活用イメージ】

・ 就活に役立つアドバイスや正社員就職のメリットを動画配信

◆ＡＩしごと診断・マッチングシステムの構築
１，５００万円

受発注管理



埼玉県知事記者会見 令和７年２月１２日 ⑩

更なるＤＸの推進による県民サービスと生産性の向上②
①歴史的課題への挑戦 （人口減少・超少子高齢社会への対応）

◆ ＴＸ２.０ タスク・トランスフォーメーションの強化

１億２，７２７万６千円

ＴＸ１.０
全庁共通事務

生成ＡＩ、文字起こしＡＩ
ノーコードツール等

個別開発
システム

TX1.0で導入した全庁共通
ツールだけではカバーできない
特定のタスクを効率化する
新たなツールをモデル的に導入

ＴＸ２.０
新たな

ツール導入

ＤＸ・ＴＸによる行政の更なる生産性向上

◆ 県立高校でのデジタル採点の導入

・全県立高校にデジタル採点ソフトを導入

解答用紙 スキャナーで読取

新規

➣ 定期考査・入学者選抜（学力検査）の採点業務等の

効率化（採点時間を半減）

➣ 個別最適な学びの実現、教員の指導方法の改善

PCでデジタル採点
結果分析・データ出力



埼玉版ＦＥＭＡによる災害対応力の強化
７，８７９万５千円

・ シナリオの作成やブラッシュアップ

図上訓練などの実施

応急住宅の供給 ○○

支援物資の物流オペレーションの確立

一部新
拡充

新規 孤立集落となる可能性がある地域への対応

 災害時の道路閉塞による

 孤立集落の発生を防止

３億６，４００万円

➢落石防止柵・
変位観測装置の設置など
 ６市町２７箇所で実施

埼玉県知事記者会見 令和７年２月１２日 ⑪

①歴史的課題への挑戦

激甚化･頻発化する自然災害と新たな危機への強固な備え①

➣ 全25回、延べ約770機関
    約2,300人 が参加予定

・迂回路の無い県道の法面対策強化

対策前 対策後

被災事例

【 新たな訓練等の実施】

外国人への支援活動

災害リハビリ
テーション体制

新興感染症
（流行初期以降）

通信途絶状況下の対応

新

拡

（令和7～9年度）

物資搬入・搬出訓練



◆ 大規模災害時の通信機能の強化

・ インターネット環境を確保する衛星通信機器を２７基導入

 ➣ 行政機関間の情報共有体制を維持

 ➣ 孤立集落の通信障害時にも活用

・ 平常時には設置訓練やイベント等で活用

新規
拡充 自然災害への備え

国

市町村

本部

支部支部

県

災害対策本部 支部 孤立集落

大規模災害 通信障害時でもネット環境を確保

◆ 流域治水対策の推進

・ 中川・綾瀬川緊急流域治水
プロジェクトの推進

 ➢ 新方川で新たな
    調節池の整備に着手

令和５年６月大雨時 新方川

埼玉県知事記者会見 令和７年２月１２日 ⑫

①歴史的課題への挑戦

激甚化･頻発化する自然災害と新たな危機への強固な備え②

➢ 既存施設の有効活用策
の検討

◆ 緊急性の高い防災・減災対策の強化
・ 橋りょうの耐震化、河川堤防の補強などを実施

【対策後】
堤防天端の舗装

令和６年度 134 億円 ➣ 令和７年度 254 億円（＋120億円）

新

拡

３３５億３，９４５万１千円

落橋防止装置の設置

堤防天端の舗装

堤防法尻の保護

護岸の修繕

拡



◆ ダークウェブ上における情報収集力の強化

埼玉県知事記者会見

新規

警察活動の強化 ４億８９９万６千円
新規
拡充

◆ 警察官の増員

Ｄark Ｗeb

全国最多

➣ 脅威の早期検知

 ➣ 事件情報の効率的な収集

・ 脅威情報を安全に検索・分析が可能なソフトウェアライセンス導入

検索
検知

情報
提供

重要インフラ
事業者等

民生委員の担い手確保 ３，７４１万円

・市町村が実施する、民生委員の負担軽減や担い手確保に向けた

取組を支援

➣ 民生委員をサポートする協力員制度の導入

 ➣ オンライン会議・研修など、タブレットを活用した

民生委員活動の効率化  

埼玉県知事記者会見 令和７年２月１２日 ⑬

県民の暮らしの安心確保
②「日本一暮らしやすい埼玉」の着実な実現（安心・安全の追究）

消費者被害対策の推進一部新 ３，１７４万５千円

・県消費生活支援センターにAI電話を導入

・支援員の配置による市町村相談体制の広域化、DX化の推進・ 全国476人の増員のうち、175人の増員

➣ サイバー空間における対処能力強化

➣ 匿名・流動型犯罪グループに対する
戦略的な取締りの強化

契約のことで相談したいことがあるのですが。

では相談の受付をいたします。
相談内容をおっしゃってください。

AI電話による初期対応のイメージ

クーリングオフの方法が
知りたいです。

新

拡



新規一部新
拡充 救急医療体制の強化 １億７，５６７万８千円

◆ ７５歳以上の搬送困難患者の受入体制強化

◆ 夜間の小児初期救急患者の受入体制整備

・22時から翌８時に受入れを行う拠点医療機関２か所
の運営を補助

②・医療機関を
県HPで公開
・救急隊と
情報共有

③患者の
受入れ

県
④補助

①意思表示

救急告示医療機関

輪番病院等

拠点医療機関

入院が必要
な患者

入院が不要
な患者

負担軽減

人材の確保

◆ 医師の働き方改革の推進と偏在是正
・長時間労働医療機関へ医師派遣を

行う医療機関に対して補助

６億７，９９３万５千円

・地域の医療機関へ指導医等を配置し、

地域医療に関する調査研究や人材

育成支援をする大学に対して補助

・受入要請3回以内に受け入れるための体制確保への補助

埼玉県知事記者会見 令和７年２月１２日 ⑭

介護・医療体制の充実
②「日本一暮らしやすい埼玉」の着実な実現（安心・安全の追究）

◆ 外国人介護人材の確保

新規
掘り起こし

確保支援

定着支援

将来に向けた

支援

採用未経験事業者に対するセミナーや
個別相談会の実施、登録支援機関等の紹介

事業所が登録支援機関等に支払う初期費用の補助

資格取得、住宅確保等に係る費用の補助

埼玉県独自の新規ルート開拓

拡

新

新

新

新



・ 50歳以上の埼玉都民向け広報と意識変容

➢ 地域活動への導入セミナー

➣ 地域ビジネス・市民活動等の基礎講座

・ NPOや地域ビジネスの起業・運営
を学ぶオンラインコース新設

重度心身障害者の医療費負担の軽減
５５億５，４５６万４千円

拡充

・ 助成対象の拡大

 ➣ 対象者：精神障害者保健福祉手帳２級所持の
自立支援医療受給者

 ➣ 対  象：精神科通院費

埼玉県知事記者会見 令和７年２月１２日 ⑮

②「日本一暮らしやすい埼玉」の着実な実現（誰もが輝く社会）

人生100年を見据えたシニア活躍の推進/誰もが活躍し共に生きる社会の実現

新規 公共交通・物流分野での女性活躍の促進
８，１７４万８千円

・ 女性が働きやすい環境整備に対する支援

 （女性専用のトイレ、更衣室、休憩室等）

新規 埼玉未来大学におけるリスキリング支援
３，１９９万３千円

性の多様性を尊重した社会の更なる推進
３１７万６千円

・ 性的マイノリティが安心して県の機関を利用できる環境づくり

 ➣ 実践的な県職員向けセミナー

➣ レインボーグッズによるアライの見える化

・ 国内最大級の性的マイノリティイベント

 Tokyo Pride への出展・ＰＲ

無料

新規



観光プロモーション・インバウンド誘致の推進

・ 酒やアウトドアスポーツなど

本県の強みとなるコンテンツの

発信による観光周遊促進

・ 特定層にターゲットを絞ったプロモーション

➣ アメリカ ➣ 台湾

一部新

埼玉県知事記者会見 令和７年２月１２日 ⑯

支え合い魅力あふれる地域社会の構築
②「日本一暮らしやすい埼玉」の着実な実現（誰もが輝く社会）

大宮スーパー・ボールパーク構想の推進一部新

９，２６１万５千円
・ ３次元点群測量の実施

 ➣ 効率的な計画検討・

 データ公開による
民間参入の促進

・ 基本計画案の作成

➣ 野球場・賑わいエリア

  ➣ 多目的競技場 ３次元イメージパース（エディオンピースウイング広島）
出典：広島市ホームページ

未来の県庁・新しい働き方の実現
１億２，１３４万１千円

一部新

・ 「未来の県庁の先行モデル」となる北部地域振興交流拠点の
 基本計画の策定

・ DX等の社会変革を踏まえた
未来の県庁舎の再整備
に向けた基本構想・基本計画
の策定＜令和７～８年度＞

伝統文化の魅力発信・普及１，９８４万８千円新規

・ 団体自ら魅力を発信するアプリの製作

➢ イベント情報やショート動画等を発信
➢ インフルエンサーやイベント等との連携
➢ フォトコンテストの実施

ウェブアプリイメージ

２億 ７８１万９千円



一部新

新規 ネイチャーポジティブの推進７，０８９万２千円

第７５回全国植樹祭の開催
１０億１，６１５万３千円

埼玉県知事記者会見 令和７年２月１２日 ⑰

豊かな自然と共生する社会の実現/儲かる農林業の推進
②「日本一暮らしやすい埼玉」の着実な実現（持続可能な成長）

・ 会場の設営や式典の運営

・ 森林資源の活用、木材の利用拡大を
図る「活樹」の発信

天皇陛下お手植え（第73回岩手大会）

102令和７年５月２５日(日)

主会場：秩父ミューズパーク

◆ 地域農業の担い手確保

新規 儲かる農林業の推進 ６，６５８万５千円

◆ 水稲のカメムシ類・高温被害への対策

・ イネカメムシ対策として広域防除を推進

➣ 地域で広域防除に取組む団体等の支援

➣ 県内の防除受託体制を充足

・ 高温耐性新品種 えみほころ の速やかな導入

➣ 栽培マニュアルの策定・現地実証

➣ 種子生産体制の整備

企業誘致セミナー

・ 新たな担い手確保に向け、

大規模農業法人などを誘致

➣ 規模拡大や県内への参入を支援

・  地域のニーズや課題等を
  踏まえ、戦略的に取り組む
市町村への支援

食虫植物「ムジナモ」
［提供：羽生市教育委員会］

・ 企業が主体となって希少種等の生息環境 
 の保全・管理を行う官民連携モデルの構築

企業による取組の拡大



原状回復に向けた復旧工事の実施 ４０億円

埼玉県知事記者会見 令和７年２月１２日 ⑱

下水道管の破損及び道路陥没への対応

令和7年1月28日に八潮市内で発生した

道路陥没事故の応急復旧後の復旧工事を実施

➢ 内 容

破損した下水道管の復旧工事

陥没した道路の復旧工事     

令和６年度流域下水道事業会計補正予算（第１号）

※令和6年度の既定予算も活用

➢ 工 期 令和７年中の完了を目指す     



国の経済対策に伴う補正

◆ ＬＰガスを使用する一般消費者等に対する支援

➣ 一般消費者等約146万世帯 １世帯当たり上限 1,500円

 生活者・事業者に対する光熱費等の緊急支援 １１６億４，２５０万６千円

中小企業等の経営体質の転換を促す支援
１６億７，６０２万７千円

◆ 省エネ・再エネ設備投資への支援

➣ 対 象：15年以上使用した空調設備等の高効率設備への更新、

    蓄電池と組み合わせた太陽光発電設備等の導入
➢ 補助率：1/2 補助上限額：500万円

総額 ５５７億８,６７７万１千円

◆ トラック運送事業者に対する支援

➢ 貨物自動車 ： 20,000円/台

➢ 貨物軽自動車 ： 7,000円/台

◆ 福祉施設、医療施設、私立学校等に対する支援

◆ 特別高圧電力を使用する中小企業等に対する支援

➣ 高齢者施設（入所）：21,900円 ～ 22,400円 / 定員1人

➢ 病 院：27,000円 ～ 45,000円 / 床

➢ 私立高校： 1,100円 ～ 1,260円 / 生徒１人

➢ 畜産農家：10,600円 / 配合飼料１トン 等

➢ 工場・工業団地：1～2月分⇒1.3円/kWh、3月分⇒0.7円/kWh

➢ 大型商業施設テナント：1～2月分⇒35円/㎡、

3月分⇒19円/㎡ 等 空調
設備

太陽光発電設備
＋蓄電池

ボイラー

埼玉県知事記者会見 令和７年２月１２日 ⑲

令和６年度一般会計補正予算（第５号）



防災・減災及び国土強靭化の推進 ～国補正予算を活用した１３か月予算（公共事業）～

切れ目のない公共事業の実施により

県民の安全・安心を実現

例 古利根堰地区
（越谷市、松伏町ほか）

農業水利施設の耐震補強の前倒し

１０年間で最大の事業費を確保 ＋116億円  8.8％増

13か月予算 1,317 億円 1,433 億円

➢ 道路・街路事業 ８２８億円

➢ 河川事業   ４９３億円

➢ 農業基盤整備・治山事業  ９０億円

➢ 公園・区画整理事業  ２２億円

埼玉県知事記者会見 令和７年２月１２日 ⑳

橋梁上部工、
道路改築工の前倒し

例：国道125号加須羽生BP
（加須市、羽生市）

例：葛川（調節池整備）
（坂戸市)

調節池予定地

調節池整備の前倒し

越辺川
葛川

高麗川

（億円）

国の経済対策に伴う補正 総額 ５５７億８,６７７万１千円

令和６年度一般会計補正予算（第５号）

３１０億２，１０２万７千円

令和６年度 令和７年度



令和７年４月１日付け組織・定数改正

埼玉県知事記者会見

知事部局

定数 7,159人 → 7,253人 （＋94人）

100課122所 → 100課123所 （＋1所）

・ 児童虐待防止対策の強化のため、各児童相談所に増員（＋65人）

・ 全国健康福祉祭（ねんりんピック）の開催準備のため増員（＋15人）

・ 激甚化・頻発化する自然災害等への備えや県民の暮らしの安心確保のため増員（＋14人）

・ その他、「渋沢MIX」の開設やサーキュラーエコノミーの推進等の重点施策分野に増員

組織

・ ねんりんピック推進課を新設

・ 雇用・人材戦略課及び就業支援課を設置

（雇用労働課、人材活躍支援課及び多様な働き方推進課を再編）

・ 朝霞児童相談所を新設

・県職員採用試験制度を拡充するための体制強化

人事委員会事務局

定数 28人 → 31人（＋3人）
・下水道管の復旧工事及び再発防止対策等を推進するための体制強化

下水道局

定数 111人 → 121人（＋10人）

令和７年２月１２日 ㉑
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